
 

１ 単元構想                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

２ 単元の目標及び単元の評価規準 

（１）単元の目標 

                                         

 

                                              

 

 

（２）単元の評価規準 

 

 

 

 

 

３ 単元の主な資質・能力  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

言葉による見方・考え方の成長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べて分かったことを内容のまとまりで整理し，構成を考えて書く力 

本単元で身に付けたい力 

 本単元では，不思議だな，調べたいなと思っ
ている中村小学校にある物や場所などについ
て調べて分かったことを，レポート形式でま
とめて書くという言語活動を設定している。 
調べてみたいことを「観察する」「人に聞く」

「本や資料で調べる」などの方法を選んで調
べ，分かったことを内容のまとまりごとに整
理して書くことができると考えている。 

 

 

 

 

 

 本教材は，身の周りの中から調べたいこと
を決め，そのための方法を選び，実際に観察
したり，人に聞いたり，本や資料で調べたり
して分かったことをまとめていく。 
知りたいことに応じた方法で調べ，分かっ

たことをレポートにまとめるにあたり，必要
な情報は何か判断したり，内容のまとまりご
とに整理して書いたりして学習を進めるこ
とができる。 
 

 

 

 
 児童はこれまでに，生活科で観察したことを
色や形，大きさなどの観点ごとに文章を書いた
り，先生を紹介するために，必要な事柄を考え
てインタビューをし，事柄の順序を考えて文章
を書いたりする学習を行っている。その際，集
めた情報を事柄ごとに分類することに弱さが見
られた。 

 また，昨年度末の標準学力調査の「経験・想像
したことなどから書くことを見付け，文章を書
く」問題において，正答率は目標値に達してい
ないという状況であり，伝えたいことを明確に
して書くことが課題である。 

 

 

 

 

 

 ２年生の同系統の学習「観察したことを書こう」で
は，自分の知っているものの大きさや形などとくらべ
ながら，生活科で観察したものを書いて伝える学習を
している。 

 今回，身近な学校の物について調べていく中で，こ
れまでの調べ方の学習を生かして，それぞれ内容に応
じて有効な方法を選び，情報を収集していく。その後，
集めた情報を観点を意識して，比較したり分類したり
しながら整理し，見出しを立てることで内容のまとま
りを確かめることができるようにさせたい。 

 ４年生の「知らせたいことを新聞で伝える」学習へ
つなげられるよう，書く事柄を明確にしそれに関わる
内容のまとまりを意識して学習を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科単元構想図 高知県四万十市立中村小学校 第（３）学年  単元名：ふしぎ？なぜ？調べたい！中村小の○○レポート（学習材：調べて書こう，わたしのレポート 東京書籍３年）  授業者 才市美奈

（           ） 

  ） 

①既習を想起し，必
要な学習内容を考
え，見通しを持つ。 

②分かりやすいレポー
トを書くためにまと
め方の工夫を考え
る。調べること（その
理由）を決める。 

③詳しく調べたいこと
について考え，調べ
る方法とどんなこと
を調べるときに有効
か話し合う。 

④⑤それぞれの方法で
調べ，分かったこと
を書き留める。 

⑥⑦調べた事柄を内容
のまとまりごとに整
理して，レポートの
組み立てを考える。 

【本時１/２】 

⑧⑨組み立てメモを基
に下書きをし，分か
りやすいレポートに
なっているかお互い
に読み合って，アド
バイスしながら清書
する。 

 
 
⑩完成したレポートを
読んで良さを伝え合
い，学習の成果を振
り返る。 

○これまでの学習を想起しな
がら話し合い，学習内容を
考えられるようにする。
【主】 

 
○レポートと紹介文の違いを

確かめ，モデルのレポート

からまとめ方の工夫につい

て考えることができるよう

にする。 

○調べる方法とどんな場合に

有効か話し合うことで，調

べたいことに応じて方法を

選ぶことができるようにす

る。 

○人に聞いたり図鑑や本で調

べたりして必要な語句を書

き留められるようにする。 

【知・技（２）イ】 

○付箋メモの言葉をもとに内

容のまとまりごとに整理

し，見出しを付け，構成を

考えられるように支援す

る。【思・判・表 Bイ】 

○分かったことと考えや感想

の文末表現の違いに気を付

けて書くことができるよう

にする。 

○下書きを読み合って工夫点

や改善点を伝え合い，まと

め方に見通しを持つことが

できるようにする。【主】  

 

 

 

○メモをもとにレポートを
読み合い，良さを伝え合わ
せる。まとめる際に気を付
けたことや工夫したこと
を振り返り，今後の学習に
つなげさせる。 

本単元終了時の目指す児童の姿 

〇知りたいことに応じた方法で調べ，分かったことを内容のまとまりで整理して書く姿 
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○身近なもの（学校内で気になっていたものや生き物など）をテーマに設定することで，主体的に学習を進めることがで

きるようにする。 

○調べたいものが同じような内容でグループを作ることで，友達に相談したりアドバイスをもらったりして考えを広げ深

められるようにする。 

 

 

 

ホールもトイレ前
も置いてある所って
ことだから仲間にし
よう。見出しは，①あ
る場所 ②何のため
か ③色の意味にす
るとまとまりになる
かな。 

 
 
 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

 比較や分類の仕方，必要

な語句などの書き留め方，

出典の示し方，事典の使い

方などを理解し使うことが

できる。（２）イ 

「書くこと」において，書く内容

の中心を明確にし，内容のまとまり

で段落をつくったり，段落相互の関

係に注意したりして，文章の構成を

考えることができる。Bイ 

 言葉がもつよさに気付くととも

に，幅広く読書をし，国語を大切にし

て，思いや考えを伝え合おうとする

態度を養うことができる。 

 

研究主題：主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり 

－各教科等における見方・考え方を働かせて－ 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 比較や分類の仕方，必要

な語句などの書き留め方，

出店の示し方，事典の使い

方などを理解し使ってい

る。（２）イ 

「書くこと」において，書く内容

の中心を明確にし，内容のまとまり

で段落をつくったり，段落相互の関

係に注意したりして，文章の構成を

考えている。Bイ 

 知りたいことを進んで調べ，見通

しを持ってレポートにまとめようと

している。特に，調べたことを内容の

まとまりを考えて，分かりやすく書

こうとしている。 
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学習過程 主な学習内容及び学習活動 【 】評価規準・〇指導上の留意点 

指導観 児童の実態 

言語活動 
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４ 研究主題に迫る手立て 

 

言語活動とその特徴 教材の特質 

野菜を観察した
り，先生にインタビュ
ーしたりして調べた
ことがある。色・形・
大きさをよく見て書
いた。始め・中・終わ
りで書くことができ
た。 

 

５ 学習の流れ 

1年・2年 

 自分の思い

や考えが明確

に な る よ う

に，事柄の順

序に沿って簡

単な構成を考

えること 

3年・4年 

 書く内容の中心

を明確にし，内容の

まとまりで段落を

つくったり，段落相

互の関係に注意し

たりして，文章の構

成を考えること 

5年・6年 

 筋道の通

った文章と

なるように，

文章全体の

構成や展開

を考えるこ

と 

中 1年 

 書く内容の中

心が明確になる

ように，段落の

役割などを意識

して文章の構成

や展開を考える

こと 

中 2年 

 伝えたいこと

が分かりやすく

伝わるように，段

落相互の関係な

どを明確にし，文

章の構成や展開

を工夫すること 

中 3年 

 文章の種類を

選択し，多様な読

み手を説得でき

るように論理の

展開などを考え

て，文章の構成を

工夫すること 

総合の学習で調
べたことを伝える
ときにも，まとまり
ごとに見出しをつ
けて書くと，分かり
やすいね。 

レポートは調べた
いと思った理由や調
べ方も書いて，最後に
調べた本の名前も書
くんだったね。 

 
 

推
敲 
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報
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 紹介文は、文章を続
けて書いていた。レポ
ートはまとまりが分
かりやすい。番号や見
出しがついている。写
真もある。 
 観察したり本や図
鑑を使ったり人に聞
いたりして調べられ
るね。 



６ 本時の学習 （ ６／１０時間） 

（１）目 標 

 

 

（２）展 開 

（３）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語活動のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
習
過
程 

学習内容 

及び 

学習活動 

主な発問（○） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点（●） 

評価規準及び評価方法（☆） 

学
習
目
的
の
理
解 

１．前時までの学習

を想起し，今日の

学習課題に見通し

を持つ。 

・本で調べてメモした。 

・先生に聞いて詳しく書くことができた。 

●メモを同じ内容でまとまり

を作る本時の学習への意欲

を高める。 

内
容
・
構
成
の
検
討 

２．集めた複数の情

報を観点ごとに分

類し，内容のまと

まりを作る。 

（個人・グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．見出しをつけ，

内容のまとまりを

確かめる。 

（個人・グループ） 

 

〇メモの言葉を関係あるものどうしで、仲間

分けしよう。 

・１階も 2階もトイレの前にあった。パソコ

ン室の前と家庭科室の前にも。これは場

所。火事の時使う。火を消す道具。水が出

てくる。これは何のためにあるかな。 

    （消火器） 

・何も食べない，７~10日動かない，形を変

えたは同じ仲間。羽をのばす，触角，足は

6本で仲間にしよう。だいたい朝に生まれ

るも同じ仲間にしようかな。 

    （モンシロチョウ） 

 

〇見出しをつけて、まとまりになっている

か確かめよう。 

・ある場所，なぜあるのか，色（赤と白）

について 

・幼虫，さなぎ，成虫（モンシロチョウ） 

 

●共通点となる言葉を手がか

りに目的や使い方・場所・入

っている物・色などの観点ご

とに付箋メモを分類し，情報

を整理できるようにする。 

 

●グループで相談したりアド

バイスしたりして友達の考

えも聞きながら，内容のまと

まりを作っていけるように

する。 

 

 

●見出しをつけることで，内容

のまとまりを明確にし，確か

められるようにする。 

☆集めた事柄を内容のまとま

りで整理している。 

    【思・判・表 Bイ】 

   （ワークシート・付箋） 

 

振
り
返
り 

４．本時を振り返

り，次時の学習へ

の見通しを持つ。 

〇同じようなことを書いていたものどうし

で仲間分けすることができた。 

〇見出しに合っているか確かめながらでき

た。 

 

●まとまりを作るとき，どん

なことに気をつけたか学習

を振り返る。 

 

        
 

                     

めあて 

 メモのにている言葉に着目して、なかまに分けまとまりを作ろう。 

調べた事柄を内容のまとまりごとに整理することができる。 

同じまとまりになるか，言葉と言葉の共通点を考

えながら内容を確かめている。 

グループで友達と話しながら交流することで，考

えを確かにできるようにする。 

○本時で働かせたい言葉による見方・考え方 ○主体的・対話的で深い学びを生み出すため工夫 

め
あ
て 
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モ
の
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て
い
る
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葉
に
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、
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思考ツールモデル 
ふ
り
返
り 

ま
と
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を
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つ
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こ
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（
ア
ド
バ
イ
ス
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